
鶴
岡
市
合
併

周
年
記
念

20

第

回
鶴
岡
江
戸
川
友
好

24
交
流
演
奏
会

６
月

日
（
日
）

日
時

15

:
:

開
場

開
演

13
00

13
30

:

終
演
予
定
15
00

荘
銀
タ
ク
ト
鶴
岡
大

場
所

ホ
ー
ル

一
般
２
０
０
０
円

入
場
料

ペ
ア
３
５
０
０
円

学
生
１
０
０
０
円
（
高
校

生
以
下
）

は
各
５
０
０
円

※
当
日
券

増
し

「

」

ブ
ラ
ー
ム
ス
運
命
の
歌

「
哀
悼
の
歌
「
悲
劇
的
序

」

曲
」

指
揮
：
工
藤
俊
幸

管
弦
楽
：
酒
田
フ
ィ
ル
ハ

ー
モ
ニ
ー
管
弦
楽
団

合
唱
：
江
戸
川
第
九
を
歌

う
会
、
鶴
岡
江
戸
川
交
流

合
唱
団

「
二
度
と
な
い
人
生
だ
か

ら
」
よ
り

指
揮
：
浅
井
隆
仁

ピ
ア
ノ
：
太
刀
川
琴
絵

合
唱
：
江
戸
川
第
九
を
歌

う
会

「
リ
フ
レ
イ
ン
「
時
代
」

」

「
種
子
」

指
揮
：
百
瀬
敦
子

ピ
ア
ノ
：
百
瀬
望

合
唱
：
鶴
岡
江
戸
川
交
流

合
唱
団

鶴
岡
江
戸
川
交

お
問
合
せ

TEL

流
合
唱
団
事
務
局（河

野
）

0235-22-4349は
、
荘
銀
タ
ク

チ
ケ
ッ
ト

ト
鶴
岡
、
八
文
字
屋
鶴
岡

店
、
お
ん
が
く
ハ
ウ
ス
、

、
滝

東
田
川
文
化
記
念
館

沢
眼
科
で
。

「
江
戸
川
鶴
岡
交
流
合
唱

団
」
と
「
江
戸
川
第
九
を

は
、
戦
時
に
鶴

歌
う
会
」

岡
に
疎
開
し
た
江
戸
川
区

と
鶴
岡
市
が
友
好
都
市
と

な
り
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

の
「
第
九
」
を
交
互
に
演

奏
し
、
交
流
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
１
９
９
４

（
平
成
６
）
年
に
発
足
。

鶴
岡
市
市
制

周
年
記

70

念
（
１
９
９
３
年
）
と
し

て
、

月

日
に
鶴
岡
市

10

29

文
化
会
館
で
、
ベ
ー
ト
ー

ヴ
ェ
ン
の
「
第
九
」
を
、

指
揮
村
川
千
秋
、
演
奏
山

形
交
響
楽
団
、
ソ
リ
ス
ト

、

、

五
十
嵐
郁
子
大
橋
ゆ
り

大
野
光
彦
、
黒
田
博
の
各。

氏
に
よ
り
行
わ
れ
ま
し
た

昨
年
の
第

回
交
流
演

23

は
４
月

日
、
江
戸

奏
会

21

川
区
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

で
ヴ
ェ
ル
デ
ィ
作
曲
レ

、

「

ク
イ
エ
ム
」
が
演
奏
さ
れ

ま
し
た
。
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と検索で入力を。

発行経費にカンパをお
願いしています。民報
配布者にご連絡下さい

（月２００円程度）
5月 29人 22,700円
4月 35人 30,710円

ふ
る
さ
と
賛
歌

鈴
木
重
雄(

八
色
木)

語
り
継
ぐ
「
私
の
戦
争

体
験
」
鈴
木
雪
子
⑦

何
一
つ
不
自
由
の
な
い

生
活
で
す
が
、
敗
戦
国
の、

私
た
ち
は
故
郷
を
思
う
心

親
兄
弟
は
ど
ん
な
に
心
配

し
て
い
る
だ
ろ
う
と
思
う

と
、
涙
が
止
ま
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

海
を
眺
め
、
も
し
海
の

上
を
歩
け
る
な
ら
ば
リ
ュ

ッ
ク
を
背
負
い
、
た
と
え

何
日
か
か
っ
て
も
歩
い
て

祖
国
に
帰
り
た
い
と
思
い

ま
し
た
。

テ
ン
シ
ン
か
ら
カ
ン

コ
ウ
へ

夏
休
み
も
過
ぎ
た
頃
、

（

）

今
度
は
カ
ン
コ
ウ
漢
口

に
移
動
で
す
。
特
別
列
車

で
移
動
し
、
あ
ま
り
の
暑

さ
に
水
風
呂
で
汗
を
流
し

た
の
で
す
。

カ
ン
コ
ウ
に
２
年
間
、、

子
ど
も
達
も
大
勢
集
ま
り

幼
稚
園
、
小
学
校
と
何
百

人
い
た
か
は
判
り
ま
せ
ん

が
、
日
本
人
の
医
師
、
薬

剤
師
、
看
護
婦
、
工
作
員

な
ど

余
人
が
勤
務
し
て

30

い
ま
し
た
。

給
料
は
勤
務
評
定
が
あ

り
、
成
績
に
応
じ
て
支
給

さ
れ
、
合
理
的
で
し
た
。

夫
か
ら
の
手
紙

昭
和

年
８
月

日
の

20

16

夜
に
避
難
し
て
か
ら
、
自

分
で
も
忘
れ
る
く
ら
い
の。

月
日
が
経
っ
て
い
ま
し
た

昭
和

年
正
月
頃
、
日

25

本
に
文
通
が
で
き
る
と
い

う
噂
が
あ
っ
た
の
で
。
家

に
便
り
を
出
し
ま
し
た
。

必
ず
着
い
て
く
れ
る
よ
う

に
と
祈
る
ば
か
り
で
す
。

４
月
の
末
頃
、
王
先
生

（
女
医
師
で
日
本
ハ
ル
ピ

ン
医
大
卒
）
が
、
夫
か
ら

の
手
紙
だ
よ
と
言
っ
て
、

姉
か
ら
の
手
紙
と
一
緒
に

渡
し
て
く
れ
た
の
で
す
。

夫
は
招
集
後
、
ペ
ン
ア

ン
で
訓
練
中
に
終
戦
、
捕

虜
と
し
て
シ
ベ
リ
ア
に
抑

留
さ
れ
、
昭
和

年
８
月

24

帰
国
し
、
村
役
場
に
勤
務

し
て
い
る
と
の
こ
と
で
し

た
。夫

が
無
事
帰
還
し
た
か

ら
に
は
、
２
人
で
力
を
合

わ
せ
、
一
か
ら
出
直
そ
う

と
思
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
昭
和

年
４

28

月

日
に
帰
る
ま
で
、
文

28

。

通
に
励
み
頑
張
り
ま
し
た

昭
和

年
夏
頃
、
今
度

26

は
避
暑
地
で
有
名
な
ロ
サ

ン
（
芦
山
）
に
移
動
す
る

こ
と
に
な
り
、
全
員
揚
子

江
を
連
絡
船
で
渡
り
、
キ

ュ
ウ
コ
ウ
（
九
江
）
に
着

き
、
ロ
サ
ン
の
頂
上
ま
で

歩
き
ま
し
た
。

こ
こ
は
、
蒋
介
石
が
台

湾
に
逃
れ
る
ま
で
住
ん
で

い
た
と
こ
ろ
で
、
ソ
ウ
ビ

レ
イ
（
夫
人
）
が
使
っ
て

い
た
石
鹸
や
化
粧
品
が
残

っ
て
い
ま
し
た
。

私
た
ち
は
そ
れ
を
顔
に

塗
っ
た
り
、
ベ
ッ
ド
に
転

が
り
な
が
ら
、
牛
乳
風
呂

に
入
っ
た
か
と
想
像
し
な

が
ら
、
ど
ん
な
思
い
で
こ

の
地
を
去
っ
た
の
か
、
複

雑
な
思
い
で
し
た
。

ロ
サ
ン
で
は
、
学
校
と

分
か
れ
た
幼
稚
園
の
勤
務

と
な
り
、
問
診
所
で
働
く

こ
と
に
な
り
、
充
実
し
た

毎
日
で
し
た
。

毛
沢
東
の
子
ど
も
の
ジ

ュ
ウ
ジ
ュ
ウ
と
い
う
女
の

子
も
い
ま
し
た
。
人
見
知、

り
の
し
な
い
明
る
い
子
で

私
に
も
な
つ
い
て
く
れ
ま

し
た
（

）

。
つ
づ
く

合
併

周
年
記
念

20

日
に
鶴
岡
江
戸
川
友
好
交
流
演
奏
会

15



横
浜
の
４
つ
の
保
育
園

と
、
米
産
直
で
つ
な
が
っ

て
い
る
庄
内
産
直
セ
ン
タ

ー(

小
林
隆
範
組
合
長)

と

の
田
植
え
交
流
会
が
、
２

週
に
渡
っ
て
１
泊
２
日
の。

日
程
で
行
わ
れ
て
い
ま
す

５
月

日(

土)

は
、
藤

24

島
・
野
田
目
の
佐
藤
一
晴

さ
ん
の
田
ん
ぼ
で
す
。

小
雀
み
ど
り
保
育
園
と

戸
塚
み
ど
り
保
育
園
の
園

児

人
、
保
育
士
等

人

24

12

が
大
型
バ
ス
で
来
訪
し
て

行
わ
れ
ま
し
た
。

交
流
名
は
「
生
命
の
源

に
ふ
れ
る
旅
」
と
し
て
28

年
間
続
き
、
コ
ロ
ナ
禍
で

出
来
な
い
時
を
除
き

回
25

目
で
す
。

一
行
は
前
日
に
月
山
自

然
博
物
園
で
の
散
策
を
し

て
、
羽
黒
の
宿
坊
に
宿
泊

し
、
自
然
と
農
業
、
食
を

実
体
験
し
て
、
生
産
者
と

の
交
流
行
わ
れ
ま
し
た
。

日(

土)

に
は
、
朝
日

31

地
区
大
網
で
、
園
児
と
保、

育
士
等

人
以
上
が
訪
れ

70

同
様
の
交
流
会
が
続
き
ま

す
。

米
が
高
く
な
る
入
札

ワ
ッ
パ
騒
動
と
か
ワ
ッ

パ
一
揆
と
言
わ
れ
る
農
民

の
闘
い
は
、
ワ
ッ
パ
と
呼

ば
れ
る
薄
い
木
の
板
で
作

っ
た
昔
の
弁
当
箱
が
一
杯

に
な
る
程
の
お
金
が
返
っ。

て
く
る
ぞ
・
と
い
う
も
の

▲
当
時
の
県
庁
は
酒
田
に

、

。

在
っ
て
こ
こ
は
酒
田
県

そ
の
酒
田
県
が
、
納
税
が

今
の
よ
う
に
お
金
で
出
来、

る
よ
う
に
変
わ
っ
た
の
に

そ
れ
を
農
民
に
知
ら
せ
ず。

に
お
米
で
集
め
た
ん
だ
と

お
米
が
値
上
が
り
し
て
県

が
儲
か
る
事
に
。
こ
の
値

上
が
り
分
を
農
民
が
取
り

戻
そ
う
と
い
う
闘
い
が
そ

れ
。
裁
判
で
勝
っ
て
、
お

金
は
・
・
・
・
・

▲
備
蓄
米
の
入
札
は
国
が

儲
か
っ
た
ん
だ
ろ
・
と
思

う
の
は
、
ど
ん
な
会
計
に

な
っ
て
い
る
の
か
知
ら
な

い
が
、
古
い
の
は
何
年
前

の
お
米
だ
っ
た
の
か
。
と

に
か
く
高
く
売
っ
た
ん
で

し
ょ
・
入
札
だ
か
ら
。

▲
お
米
が
無
く
て
、
値
段

が
上
が
っ
て
い
る
か
ら
備

蓄
米
を
出
す
ん
だ
。
何
故

安
く
買
っ
て
お
い
た
備
蓄

米
を
安
く
出
せ
る
よ
う
に。

し
な
か
っ
た
ん
だ
ろ
う
か

▲
政
府
は
、
米
を
出
し
た

の
に
値
段
が
下
が
ら
な
い、

と
苦
言
を
呈
し
て
い
る
が

困
っ
て
い
る
の
は
米
を
買。

え
な
い
カ
ア
チ
ャ
ン
達
だ

店
に
お
米
が
無
い
っ
て
。

新
大
臣
は
米
が
安
く
な
る

入
札
に
す
る
ん
だ
と
か
。、

▲
お
や
っ
と
思
っ
た
の
は

備
蓄
米
を
落
札
し
た
会
社

は
、
落
札
し
た
量
の
米
を

国
に
補
填
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
ん
だ
っ
て
事
。
安

く
買
っ
て
貯
め
て
お
い
た

米
を
高
く
売
っ
て
、
も
っ

と
高
い
米
を
納
め
ろ
・
だ

と
。
そ
れ
を
国
は
ナ
ン
ボ

で
買
う
ん
だ
か
。

▲
品
物
が
無
い
か
ら
米
価

高
騰
だ
。
田
植
え
が
終
わ

っ
た
ば
か
り
の
青
田
が
契

約
済
み
だ
と
。
国
は
網
目

見
積
り
、
農
家
は

㎜
で

1.6

網
目
で
袋
詰
め
が

㎜
の

1.9現
実
。
こ
の
差
が
あ
り
な

が
ら
米
の
作
付
け
制
限
す

る
か
ら
、
米
は
足
り
な
い

ん
ダ
、
新
大
臣
（
石
川
）

。

氏名

連絡先

切り抜いて、共産党市議団や

民報配布者にお渡しください

政
権
与
党
が
過
半
数
割
れ
と
な
っ
て
、
国
民

の
要
求
が
通
る
可
能
性
が
開
か
れ
ま
し
た
。

市
政
も
同
様
に
、
声
を
あ
げ
れ
ば
変
わ
り
ま

。

、

す

体
育
館
の
ト
イ
レ
が
壊
れ
た
ま
ま
だ
な
ど

意
見
・
要
求
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

産
直
セ
ン
タ
ー
田
植
え
交
流
会

（

）

薔
薇

薔
薇

し
ょ
う
び

（

）

城
貞

藤
の
花

六
月

緑

濃
や
か
に
し
て
夏
日

長
し

六
月
緑
濃
夏
日
長

ろ

く

が

つ

み
ど
り

こ

ま

か

じ

つ

な

が

院
中

老
大

円
牀
に
倚
る

院
中
老
大
倚
円
牀

い
ん
ち
ゆ
う

ろ

う

だ

い

え
ん
し
よ
う

よ

暖

回
り
玉
蕾

花

争
い
発
く

暖
回
玉
蕾
花
争
発

だ

ん

め

ぐ

ぎ
よ
く
ら
い

は

な

あ
ら
そ

ひ

ら

五
色
の
薔
薇

庭
際

香
し

五
色
薔
薇
庭
際
香

ご

し

よ

く

び

し

よ

う

て

い

さ

い

か
ん
ば

六
月
に
な
り
、
木
の
緑
も
濃
く
な
り
、
強
い
日
ざ
し
は
長
く

続
き

庭
の
中
に
い
る
、
と
し
よ
り
の
人
は
、
ま
る
い
石
の
腰
か
け

に
、
よ
り
か
か
っ
て
い
る
。

暖
か
さ
が
巡
っ
て
来
て
、
気
温
も
高
く
な
り
、
き
れ
い
な
花

の
蕾
が
、
わ
れ
先
に
咲
き
始
め
た
。

五
色
の
バ
ラ
の
花
が
咲
き
、
庭
い
っ
ぱ
い
に
、
バ
ラ
の
香
り

が
漂
っ
て
き
た
。

＝
木
の
葉
の
緑
色
が
こ
く
な
る
。

＝
庭
。

＝
と
し
を
と
っ
た
人
。

緑
濃

院

老
大

。

。

。

、

、

倚

牀

玉
蕾

五
色

＝
よ
り
か
か
る

＝
腰
か
け

＝
き
れ
い
な
つ
ぼ
み

＝
白

赤

黄
、
紫
、
燈
の
色
。

バ
ラ
。

＝
庭
。

薔
薇
＝

庭
際

、

鶴
岡
市
は
令
和
７
年
度

Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯
が

年
間

10

、

の
リ
ー
ス
期
間
が
満
了
し

市
か
ら
町
内
会
等
へ
所
有

を
移
管
し
て
い
ま
す
。

、

Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯
の
更
新

修
繕
は
町
内
会
等
が
行
う

こ
と
に
な
り
、
市
は
工
事

費
に
係
る
補
助
金
を
交
付

し
ま
す
。

補
助
割
合
は
、
新
設
は

１
／
２
以
内
で
、
１
灯
に

つ
き
上
限
１
万
２
０
０
０

円
（
要
塩
害
対
策
地
区
は

加
算
６
６
０
０
円
、
移
設

）

は
上
限
１
万
円
、
専
用
柱

は
１
／
４
以
内
で
上
限
１

万
円
で
す
。

修
繕
・
更
新
の
費
用
増

加
分
と
し
て
、
総
合
交
付

金
を
増
額
し
て
い
ま
す
年
（

間
電
気
料
の

％
。）

95

リ
ー
ス
防
犯
灯
が
町
内
会
へ
移
管


